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成人女子皮下脂肪分布の年齢による相違

　　　　　　一若年群と中年直間の比較一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The　purpose　of　this　study　vvas　to　clarify　the　difference　in　fat　thickness　distribution　between　Japanese　women　in

their　twenties　and　these　in　their　fonies．

　The　subjects　consisted　of　15　young　women　（average　age　23．2　years）　and　15　middle－aged　women　（avemge　age　45．3

years）．　The　fat　thickness　of　the　subj　ects　at　30　different　points　on　the　body　were　measured　with　a　B－mode　ultrasonic

device．　As　a　reference，　anthropometric　measurements　were　investigated　using　the　martin　method．　The　fat　thickness

data　obtained　were　analyzed　by　using　two　different　multiple　statistioa1　analyses，　that　is　a　principa1　component　analysis

and　a　distinction　analysis．

　As　a　fesult　of　the　pdncipal　component　analysis，　the　first　component　was　inte叩reted　as　a　size　faCtOr　which

explained　the　amount　of　tota1　body　fat，　second　and　third　components　were　two　shape　factors，　which　explained

contrast　between　the　amount　of　fat　at　the　trunk　and　the　at　the　lower　eXtremity，　and　that　at　the叩per　extrernity　and　at

the　lower　extremity，　respectively．　The　middle－aged　group　had　a　1arger　first　component　score　and　smaller　second

component　score，　which　means　that　the－middleaged　group　had　thicker　fat　as　a　whole，　but．less　fat　in　the　lower

ex甘emities，　such　as　the　buttocks　and　medial　thigh　compa給d　to　the　tnmk．　This　tend㎝cy　of蝕distribution　in廿1e

middleaged　group　vvas　also　supported　by　the　results　of　the　anthropometric　measurement　lt　vvas　found　by　using　the

distinction　analysis　method　that　the　umbilicus　and　the　loin　were　the　most　usefU1　mea5u血g　pointS　for　characterizi血g

the　differences　in　fat　thickness　disuibution　between　the　two　age　groups．

Keywords：fat　thickness　dism’bution，　B－mode　ultrasonic　dem’ce　method，　age　difference

　　　　　　　　皮下脂肪厚，Bモード超音波測定法，年齢差

1．緒言

　人体の皮下に存在する皮下脂肪は、エネルギー貯蔵、保温、

物理的障害からの保護という働きがある。皮下脂肪の厚さは

キャリバー法や超音波法により測定され、男性より女性が厚

いこと、青少年期より増加しある年齢から減少に転じること、

体温調節と深く関わっていること、地域差があることが知ら

れている1）2）。著者らは超音波法により成人女子の全身の

皮下脂肪厚を測定し、皮下脂肪は磐部、乳房部、腹部を中心

として骨や靭帯などの身体組織の影響を受けながら体表を

覆い、肥満傾向にある場合、腹部の脂肪が厚くなり、分布域

が変化すること、上腕後面の腋窩近傍、啓溝下部で脂肪の沈

着が著しいという結果を得ている3）4）。また、人体は加齢

にともない身体諸機能、身体形状や寸法が変化し5）、体幹部

の厚み、太さが増加、ずん胴型となり．6）、下腿、大腿囲が減

少傾向7）8）となることが報告されている。
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　これらの体型変化は人体の骨格や皮下脂肪分布の変化

と関係し、これをカバーするため、ガードルやボディス

ーー cなどのように皮下脂肪を圧縮、あるいは移動するこ

とにより体型を補正するファンデーションが用いられる

が、このような身体圧迫により尿中エピネフリン9）や心

．血管機能1　o）の挙動に見られるような生体負担があるこ

とが知られている。一方、中高年層の女子は下着による

整容に強い関心をもち、整容効果を期待して、ガードル

やボディスーツなどを着用することも知られており11）、

過度の身体圧迫を防ぐためにも、中高年層の皮下脂肪分

布の情報が不可欠である。

　このような観点より、皮下脂肪厚やその分布変化の年

齢差の検討は、加齢に伴う周径変化、体型変化の要因を

明らかにする上で、さらに、整容効果を期待する被服の

あり方を考える上で興味深い。しかし、皮下脂肪厚の「年

齢差については矢ヶ崎12」やFukunaga　1　3）のように、多く

の被験者を対象とし、測定点が限定された研究、あるい

は、20代女性における皮下脂肪の縦断的測定14｝や腹部

及び語部における皮下脂肪の年齢差15）について研究が

見られるが、全身の皮下脂肪分布とその他の人体計測値

との関係や皮下脂肪分布型について検討した報告は少な

い。

　そこで、本研究では、若年群と中年群の女子各15名の

皮下脂肪厚30点を測定し両者の皮下脂肪の分布や人体計

測値の違いを調べるとともに、主成分分析、判別分析に

より皮下脂肪分布の年齢による相違について検討した。

した7点、斉藤（1990）20）が屍体で測定した21点を含む、

人体前面9点、側面9点、後面12点、計30点である（図1）。

　皮下脂肪の測定には日立メディコ製リニア走査型超音

波断層装置（FUB・26型、6．OMz）を用い、測定に当たって

は、鮮明な画像を得るため、皮膚表面、プローブにジェ

ルを塗布した。測定は全測定部位について宰位でおこな

い、測定者が画像の観察を行うことによりプローブによ

る過度の圧力が皮膚に付加されることがないよう注意し

た。画像に表示される皮膚を含めた脂肪厚を読みとり、

得られた画像を三菱ビデオプロセッサ（SCP－P61H）によ

り複写した。測定は被験者の右半身について実施した。

Tablel　Anthropometric　eharacteristics　of　the　subjects

Parameters Unit　Young　Middle’aged
　　　Mean　S・D・　．M．gn一一SJ・；LD・

Height

Cervical　height

Bust　height

Waist　height

Abdomen　height

Hip　heiftht

cm　158．6　4．9　157．3　5．4

cm　133．1　4．9　13L7　4．4
cm　　　　112．3　　　4ユ　　　　109．7　　　4．5

cm　96．1　3．8　94．2　3．8

cm　89．5　3．5　一88．1　3．6

cm　78．1　4．3　75．3　3．4

2．方法

2．1被験者

　被験者は成人女子の若年群（20代）、中年群（40代お

よび50代）各15名である。中年群は東京近郊在住の有職

者であり、際立った運動習慣や喫煙習慣のない被験者で

ある。表1に身体計測値を平均値と標準偏差で示した。平

均年齢は若年群が23．2歳、中年群が45．3歳であった。本測

定の身体計測値を人間工学研究センターの「成人女子の

人体計測データ」16）17）と比較した結果、本測定の被験

者群は全国平均より身長がやや高い、周径がやや大きい、

体重はやや重い被験者群と考えられるが、いずれの部位

も全国平均との差が±0．7σの範囲内にあり、平均と著し

く異なる被験者群ではないと推測される。

Crotch　height

Armscye　breadth

Bust　depth

Waist　depth

Abdornen　depth

Hip　depth

Biacromial　breadth

Bust　breadth

Waist　breadth

Abdomen　breadth

Hip　breadth

cm　70．6　3．6　68．5　3．8

cm　11．0　1．0　IL5　Ll
cm　20．6　1．3　22．2　2．1

cm　16．5　O．8　19．8　2．7

cm　19．8　1．4　22．5　2．5

cm　20．3　O．8　21．8　2．2

cm　36．6　1．6　36．8　1．6

crn　27．0　1．2　28．2　1．9

cm　22．8　1．1　25．2　2．3

cm　28．3　1．9　30．5　2．8

cm　31．9　1．3　32．9　O．9
Neck－base　girth

Armscye　ginh

Upper　am　girth

Bust　girth

Waist　girth

Abdomen　girth

Hip　girth

Thigh　girth

Knee　girth

Caif　girth

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

　
　
　
　
　
　
　
C
　
C
　
C

　
　
　
　
　
C
　
C

C
C
C
C
C

37．7

38．2

26．7

83．8

64．1

79．4

90．4

52．0

34．7

34．1

3
4
9
5
2
2
1
5
2
8

1
2
1
3
3
4
3
2
3
1

38．8

40．1

29．4

88．8

72．8

88．6

92．5

53．4

35．1

34．5

8
9
2
7
2
2
6
9
7
5

1
3
3
6
7
6
5
2
1
2

2．2測定部位および測定方法

　皮下脂肪厚の測定点は、キャリバー法で測定されるこ

との多い肩甲骨下部と上腕背面、超音波法で石榑ら（1980）

18）、Naga血ine（1964）19》、矢ヶ崎ら（1989）12）が測定

Weight　kg　50．3　4．8　55．6　7．3
Body　surface　area　m2

Body　rnass　index　kg／m’

A；te　Years

1．5　o．1　1．s　O．1

20．0　1．3　22．5　2．8

23．2　1．8　45．3　4．5

3．結　果

3．1　若年群と中年群の身体計測値の相違

（8）



9

斉藤　秀子他：成人女子皮下脂肪分布の年齢による相違　一若年群と中年群問の比較一

　表1に両群の身体計測結果を平均値と標準偏差で示し

た。年齢群、被験者、測定項目を要因とした分散分析の

結果、表2に示すとおりいずれの要因についても1％の危

険率で有意性が認められた。

Table　3　Mean　and　standard　deviation　of　the　subcutaneous

　　　fat　thickness　on　each　measurement　point

No． Measurement　points Young　Middle－aged
Mean　S．D．　Mean　S．D．

Tab　le　2　Analysis　of　the　variance　for　anthropometric

　　　characteristics　of　the　subjects

IFF5E16761FctorofvariationD．F．　Fvalue

Age
Subjects

Parameters

AXB
AXC
BXC
Error

　1　65．37　＊＊

14　12．04　＊＊

29　6041．91　＊＊

14　30．91　＊＊

29　8．48　＊＊

406　O．99
406

1　Anterior　neck

2　Anterior　axilla

3　Bust

4　lnhamammary

5　Mphoid　process

6　Umbilicus

7　bower　umbilicus

8　Anterior　thigh

9　Knee

2．5　O．9

6．3　1．9

21．3　7．8

6．2　1．9

7．6　3．6

13．0　10．3

17．9　9．2

8．8　2．2

7．4　2．0

2．7　O．6

8．7　2．6

21．5　8．0

10．1　4．1

14．4　6．6

26．1　8．3

26．0　9．2

11．3　2．1

9．8　3．7

”）Degree　of　freedom・

＊＊　are　significant　at　p＝O．Ol．

A：Age，　B：Subjects，　C：Parameters

　若年群と中年群の身体計測値を比較すると、高さにつ

いての測定項目では、身長差の1．3cmをはじめとし、いず

れも若年群が大であった。一方、周径項目は中年群が大

きく、その差は胸囲5．Ocm、胴囲8．7cm、腹囲9．2cmと、顕

著であった。ただし、四肢では上腕囲2．7cm、大腿囲1．4cm、

膝囲と下腿囲0．4cmと躯幹部ほどの相違は見られなかっ

た。中年群は矢状径および幅径も大きく、その差は、矢

状径では胸部L6cm、胴部3．3cm、腹部2，7cm、幅径では胸

部1．2cm、胴部2．4cm、腹部2．2cmであった。さらに、中年

群は、体重で5．3kg、　BMIで2．5kglm2大であった。

　このように、中年群は若年群と比較し、身長が低く、

躯幹部の厚み、幅、周径が大きく、体重が重くBMIも大で

あった。中年群は四肢周径も若年群より大であったが、

その差は他の部位より小さい。

10　Lateral　foream

11　Axilla

12　Lateral　chest

13　Lateral　waist

14　lliac　crest

15　Trochanter

16　Medial　thigh

17　Medial　knee

18　Medial　leg

4．3　1．2

8．3　3．0

5．9　2．3

10．1　3．3

5．6　2．2

5．8　2．1

10．8　2．0

7．9　2．4

6．7　1．8

4．1　O．9

11．9　4．3

8．9　3．4

13．1　4．0

8．8　3．4

8．5　3．1

18．3　5．4

15．6　5．4

7．9　2．2

19　Triceps

20　Posterior　axilla

21　Medical　part　of　scapular

22　Subscapular

23　Posterior　waist

24　Loins

25　Buttocks

26　lnfragluteal　region

27　Posterior　thigh

28　Lower　posterior　thigh

29　Poples

30　Posterior　le

10．3　2．1

6．7　1．3

5．1　1．4

5．5　1．4

10．4　2．7

7．6　1．4

24．3　3．3

23．2　3．8

17．5　4．3

7．9　1．7

3．9　O．9

5．1　O．9

12．8　3．4

9L7　2．9

6．4　1．6

7．0　3．0

10．5　2．2

16．7　11．1

24．4　5．0

21．0　4．7

15．1　5．6

8．1　2．3

4．9　1．5

5．3　L1

3．2若年群と中年群の皮下脂肪厚とその相違

　表3に若年群と中年群の皮下脂肪厚平均値と標準偏差

を、図1に部位別平均皮下脂肪厚をグレースケールで示し

た。年齢群、被験者、測定部位を要因とした分散分析の

結果、表4に示すとおりいずれの要因についても1％の危

険率で有意性が認められた。

　全身の皮下脂肪分布の傾向についてみると、図1のよう

に、両群とも、乳房部、腹部、大腿前面、啓部と大腿部

を中心として厚く、これらの周辺で薄いという著者らが

先に観察した結果3）4）とほぼ同様の分布傾向をボした。

ただし、脂肪が最も厚い部位は、若年群では瞥部の24．3mm、

中年群では麟部の26．1mmであり、年齢により異なった。

　躯幹部についてみると、中年群の脂肪は若年群より乳

房下部、腹部から腰部で厚く、両群の差は腹部および腰

Table　4　Analy　sis　of　the　varianee　for

　　　the　subcutaneous　fat　thickness

“itllEll15F”6；；thgE5fictorofvariation　D．F．　Fvaiue

Age
Subiects

Measurement　points

AXB
AXC
BXC
Error

　1

14

29

14

．29

406

406

116．39　＊＊

　6．60　＊＊

65．20　＊＊

　9．28　＊＊

　5．74　＊＊

　O．98

a）Degree　of　freedom．

＊＊　are　significatit　at　p＝O．Ol．

A：Age，　B：Subjects，　C：Measurement　points

（9）
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Fig．　1　Distribution　of　the　sub　cutaneous　fat　thickness　at　measurement　points

部で8から13mmと顕著であった。この周辺の胸部外側、

胴部外側、腸骨稜、転子部でも中年群がやや厚く、肩甲

部、胴部後面と上部では晶群ほぼ同じ厚さであった。

　上肢では、中年群の脂肪は腋窩、六感部、後客部、上

腕後面で3mm前後厚い傾向であったが、前腕外側では中

年群はO．2mm薄く、他の部位と異なった。下肢では、中年

群は若年群より大腿内側、下腿内側で約7mm厚い傾向を

示した。しかし磐溝から大腿中央に位置する上大腿後面、

および大腿後面では、それぞれ2．2mm、2．4mm薄いとい

う結果であった。

　このように、中年群の脂肪は若年群と比較して腹部、

腰部、大腿内側で7から13mm厚い、これらを除く部位で

は、3mm前後厚い分布が観察された。一方、上溝下部、

大腿後面では、若年群より2mm前後薄く、上腕外側でも

やや薄い傾向が見られた。中年群は、脂肪が最も厚い部

位が替部から腹部へと変化し、全身の皮下脂肪が厚く、

腹部、腰部、大腿内側で顕著な脂肪の沈着が進むが、啓

溝下部から後大腿部では皮下脂肪の減衰が生じていると

推測された。

3，3皮下脂肪厚の主成分分析

　皮下脂肪分布型の年齢群による違いについて検討する

ため、皮下脂肪厚測定値の主成分分析を行った。測定点

の選択に当たり、近接している場合は一般に脂肪が計測

されることの多い測定点を選択し、全身各部位が含まれ

るよう配慮した。選択した測定点は躯幹部の乳頭、剣竜

突起、乳房下部、胸部外側、1濟下部、腸骨稜、肩甲下部、

胴部後面、患部、上腕後面、前腕外側、大腿前面、啓溝

下部、大腿後面、大腿内側、下腿内側、下腿後面め計17点

である。

　表5に主成分分析の結果を、図2に各被験者の主成分得

点の分布を示した。第1主成分についてみると、主成分得

点は全身の脂肪が厚い被験者が正に分布した。因子負荷

量は大腿後面の2部位を除くいずれの部位も正の値を示

し、第1主成分は全身の脂肪量を説明すると解釈された。

第2主成分では、主成分得点が正の被検者は大腿後面、下

腿後面の脂肪が厚く、負の被験者は薄い傾向があった。

因子負荷量は大腿後面、下腿後面が大きな正の値を示し、

第2主成分は躯幹部と下肢後面の脂肪量の対比を説明す

ると解釈された。第3主成分では、主成分得点は啓部、大

腿内側の脂肪が厚い被験者が正の値を示し、前腕外側の

脂肪が厚い被検者が負の値を示した。因子負荷量は啓部

と大腿内側で正の、前腕外側で負の値を示し、第3主成分

は両者、すなわち上肢と下肢の脂肪量の対比を説明する

と解釈された。第3主成分までの累積寄与率は61．4％であ

った。

　中年群と若年三間の主成分得点の分布を比較すると、

中年群は各主成分とも得点の分布にばらつきがあり、個

（10）
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Table　5　Result　of　principal　component　analysis

Measurement 　Factor　Loading

IPC　”PC　MPC
Xiphoid　process

Inframamriiary

Lateral　chest

Lower　urnbilicus

Iliac　crest

Subscapular

Posterior　waist

Triceps

Anterior　thigh

Medial　leg

Medial　thigh

Buttocks

Lateral　forearm

Posterior　leg

Infrgluteal　region

Posterior　thigh

Bust

　e．87　“．17　O．12

，．　O．87　一〇．12　O．07

　e．es　一〇．11　D．oo

　OSO　一〇．10　O．03

　e89．　一〇．14　t．03

　e．ev　t．14　￡．12

　a66　O．24　D．28
　Q．6｝　O．03　一〇．25

　aee；　o．41　o．20

むも51　0・04　α13
：・
C，　O．53”一　O．05　・：’：，e．fyl．，

o．22　O．37　，．，P・5Z．’

　0．34　　　　　0．07　あ　　蜘0。72

0．25　P162．　0．13

－0．01　　0．81　　－0ユ2

－O．11　一e．81　一〇．22

　0．30　一〇．ol　e．3s

Total　Variance　O．3896　O．1286　O．0961

Cumulative　Variance　O．3896　O．5182　O．6143

人差が大きいことが推測された。第1主成分では中年群は

正に偏り、全身に脂肪量が増える傾向となることがわか

る。第2主成分では、中年群は負に偏り、下肢後面の脂肪

が減少する傾向となることがわかる。第3主成分では、中

年群は正に偏り、三部、大腿内側に脂肪が沈着する傾向

になると推測された。このように、中年群は若年群と比

較して、全身の脂肪の量が増加し、二部、大腿内側で厚

く、下肢後面で薄いという分布型であり、個人差が大き

いという特徴があることが示唆された。
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　　　a　principal　component　score

脂肪が顕著に厚いという特徴があった。判別得点の分布

と被験者の年齢との顕著な関係は見られなかった。

3．4皮下脂肪厚の判別分析

　次に、中年群と若年群の皮下脂肪厚の判別分析をおこ

なった。判別分析に用いた測定点は、．両群間の平均値の

差の検定の結果、有意差があり、F値が4以上の部位、脂

肪厚間の相関係数が高い部位を削除した17点とし、各サ

ンプルの判別関数値を表6に、判別得点の分布を図3に示

した。

　上記のように測定点を選択した結果、判別的中率100％

で、若年群、中年群ともに誤って分類されるケースはな

く、皮下脂肪厚により年齢を判別することができた。判

別得点の分布をみると、中年群でも若年群よりの特徴を

もつ被験者と、そうでない被検者が存在し、割合が最も

高い被検者群は全体の皮下脂肪、特に腹部、腰部の皮下

4．考察
　中高年女子の身体計測値について、清水ら（1971）21）は、

体型の違いは年齢差によるものが顕著であるとし、古松

ら（1989）6｝は加齢とともに体幹の厚み・太さが著しく増

加し、ずん胴型となることを確認した。また、福井ら（1991）

7）は胸囲、胴囲、腹囲とも加齢により増加、上肢最大囲

は30代ころまで増加、以後変化は軽少であること、下腿、

大腿最大囲とも、高年代になるほど減少傾向にあること

を報告している。さらに、岩崎ら（1998）8）は、大腿を除

く周囲長、体重、皮下脂肪厚は、50代から60代にかけて

大となるが、60代から70代で四肢周囲長、背部および上

腕皮下脂肪厚、体重が大幅に減少することを観察した。

これらの研究より、年齢差は体型変化の大きな要因であ

（11）
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Table　6　Result　of　the　distinction　analysis

pmtbJect　True　group　Age　FuncUon　value　Distm．qtion　group

4
0
6
3
7
9
0
5
7
8
2
1
8
9
6

2
3
2
2
2
1
2
2
1
2
2
2
1
2
1

Middle　41．O

Middle　44．9

Middle　43．4

Middle　40．5
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Middle　52．1

Middle　44．1
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Middle　41．7
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Middle　40．2
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－5．15
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Middle
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Middle
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Middle
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4
8
1
1
0
1
3
5
1
5
1
2
1
1
1
4
6
9
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Young　22．1

Young　22．3

Young　23．9

Young　21．9
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Young　26．8

Young　22．4
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Young　21．6
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Fig．　3　Histogram　of　the　distinction　score

り、50から60代までは身体の厚みや幅、周囲長が増加し

ずん胴型の体型となり、これ以後、下肢周囲長が減少す

ることがわかる。本測定でも、中年群は胸囲、胴囲、腹

囲、矢状径、幅径が若年群と比較して大で、ずん胴な体

型となる従来の結果と同じ傾向が見られた。しかし、福

井ら、岩崎らが観察した下肢周径の減少傾向は見られず、

その増加傾向が躯幹部のそれより小さいという結果にと

どまった。

　本測定での、中年群の脂肪の最も厚い部位が啓部から

腹部へと変化し、腹部を中心として全身の脂肪が厚くな

るという結果は高柳ら（1990）22）、村上ら（1994）23）、矢

ヶ崎ら（1989）12）の結果と同様であった。さらに、本測定

では、中年群では顕著な脂肪沈着が腹部のみでなく腰部、

大腿内側でも生じており、中年群の脂肪沈着は腹部を中

心に広範におよぶことが推測された6

　皮下脂肪の年齢差について、小宮（1988）1）は青少年期

より増加、ある年齢から減少に転じること、Kohrt（1992）

24）、Fukunaga（1993）13）は加齢による体幹部の増加と大

腿部の減少を、高柳ら（1990）22）も男女とも高年齢群にな

るほど薄くなる傾向を、保志（1988）5）は四肢では50歳代

で早くも減少が始まり、胴部ではなかなか減少しないこ

とを報告している。さらにFukunaga（1993）13）は女性では

大腿部で減少、腹部で蓄積するとしている。本測定でも

中年群は殿溝下部および大腿後面の脂肪が薄く、40代で

すでに下肢後面の皮下脂肪の減衰が始まる可能性が示唆

された。

　皮下脂肪厚の測定点を17点に絞り、主成分分析を行っ

た結果、第1主成分は全身の脂肪の量、第2主成分は躯

幹部と下肢後面の脂肪量の対比1第3主成分は上肢と下

肢の脂肪量の対比を説明すると解釈された。主成分得点

から、中年群は脂肪が全身に厚く、磐部、大腿内側の脂

肪沈着が顕著で、下肢後面で薄い分布型となることが推

測された。

　皮下脂肪厚測定点を選定後、判別分析を行った結果、

皮下脂肪厚により両群の判別ができることが示された。

中年群の中でも若年群に近い分布傾向を示す被験者とそ

うでない被験者がおり、中年群の内、割合が最も高い被

験者群は全体の皮下脂肪、特に腹部、腰部の皮下脂肪が

顕著に厚いという特徴があった。

　このような加齢にともなう皮下脂肪分布の変化につい

て、河野ら（1984）25）は性成熟期と異なり、中高年期

では体格指数が上昇しても皮下脂肪厚は増加しなかった

ことを報告し、脂肪代謝が部位により異なることを示唆

した。Shimokata　et．　al（1989）26）は喫煙で体重減少時、脂

肪は智部、大腿部で減少、腹部は減らないことを報告、

喫煙が体脂肪分布に変化を与える機序にっいては性ホル

モンや副腎皮質ステロイドホルモンの介在が考えられる

とした。Rebuffe（1988）27）は女性の閉経にともなう腹部の

（12）
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脂肪増加は急激な女性ホルモン分泌の低下、特に大腿部

への脂肪蓄積を促進するプロゲステロンの低下によるも

のであるとし、Marcus（1987）28）は脂肪増加が脂肪分解を

促進するアルファ2受容体の活性低下であること指摘し

ている。これらの知見をもとに下方（1993）29）は年齢とと

もに上半身、腹部の脂肪が再分布してゆくがその理由は

わかっていないとしており、このような年齢変化にとも

なう皮下脂肪の再分布のメカニズムは明らかではない。

今回の測定は40および50代を対象としており、この時期

よりすでに下肢後面皮下脂肪の減衰が始まっていること

を示唆するものである。今後、このような皮下脂肪分布

の変化が生じる年齢や程度、性ホルモン分泌と関係する

閉経とのかかわりについての検討が望まれる。

5．要約

　若年群と中年群の女子各15名を対象として皮下脂肪厚

30点を超音波法により測定し、両者の皮下脂肪の分布や

人体計測値の相違を調べ、主成分分析、判別分析により、

皮下脂肪厚の違いやその分布型の相違について検討した。

結果は次のとおりである。

1）中年群は若年群と比較し、身長が低く、躯幹部の厚み、

　幅、周径が大きく、体重が重くBMIも大であるが、四肢

　周径の年代差は小さい。

2）中年群は、若年群と比較して、脂肪が最も厚い部位が磐

　部から腹部へと変化し、全身の皮下脂肪が厚くなり、

　腹部、腰部、大腿内側で顕著な脂肪の沈着が進むが、

　下肢後面では皮下脂肪の減衰が生じていた。

3）主成分分析の結果、第1主成分は全身の脂肪の量、第2

　主成分は躯幹部と下肢後面の脂肪量の対比、第3主成分

　は上肢と下肢の脂肪量の対比と解釈された。中年群の

　脂肪分布は全身の脂肪が厚く、下肢後面で脂肪が薄い

　分布型となることが示された。

4）判別分析の結果、中年群で多かったのは、腹部、腰部の

　皮下脂肪が顕著に厚い被験者であった。
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